
 

 
プログラム名 

 
うちわ作り 

 
時 間 

 
２～３時間 

 
ね 

 
ら 

 
い 

  
１ 豊かな創造性を養うとともに、手作りの喜びを味わう。 
２ 少年自然の家での活動の思い出とする。 

 
内 

  
容 

  
和紙に墨流し（マーブリング）で模様をつけ、うちわの骨に貼り作品を製作する

活動 
 
対 

  
象 

  
小学生中学年以上 

 
活 動 形 態 

 
個  人  

 
活動可能人数 

 
１００名以上は要相談 

 
料 金 

 
１人３００円 

団体で 
準備する物 

 
特になし 

 
自然の家で 
準備できる物 

 
和紙、うちわの骨、マーブリングインク、パット、フロート紙、つまようじ、はさ

み、カッター、えんぴつ、のり、はけ、新聞紙、ふきん 

 
 
 

活

動

の

流

れ 

１  集  合  
・指定された場所に集合（入所時に確認） 
・参加人員と健康状態の把握 

 

２ 事前指導【自然の家職員 約５分】 
・道具の準備 
・説明および諸注意 

実施方法、安全、マナー 等 
３  活  動  

【工程①】 
１.和紙に好きな色をつける 
･水を３ｃｍ程度入れたバットにフロート紙を浮かべ、その上にマーブリングインクを 

2～3色を３滴ずつたらし、軽く混ぜる 
２.和紙のなめらかな面を下にして手前から水につけて色をうつしていく 

※和紙と水面との間に空気が入らないように注意する！ 
※水は１人ずつ終わったら交換する！ 
･新聞紙に乗せ乾かす ※乾いたら工程②へ 

【工程②】 
１. 和紙を骨組みに貼り合わせる 
※最初にはりつける面は、骨組みよりも１㎝ほど外側を切っていく 
２．はみ出した外側の部分を横１㎝感覚で切り、反対側に折り込み、のり付けする 
３．残った面をのり付けする 
４．骨組み下部の編み目の部分は、カッターを使い切り取る。 
５．完成♪ 
※のりがしっかりと乾いてから次の工程を進めていくとよい 
※和紙一枚から二面取るので端から貼る 
６.片付け   使用した道具は１カ所にまとめる 

４ 事後指導 
・人員確認および借用物の確認と返納 

 
留 
意
点 

１ 用具の数が限られているので、お互いに協力して使用する 
２ 天候や季節によって、活動時間が変わる 
３ 刃物の使い方に注意する 
４   使用した道具・机や床の汚れなどの確認 

 
引率者の役割 

 
刃物・用具の管理、製作補助、 


